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な
っ
て
か
ら
勉
強
し
、
九
十
二
才
で

亡
く
な
る
ま
で
、
女
性
解
放
運
動
に

捧
げ
た
生
涯
を
考
え
る
と
、
女
性
が

立
ち
上
が
れ
ば
、
世
の
中
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
を
今
か
ら
で
も
遅
く
は

な
い
と
、
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
29
日
の
土
曜
日
、
午
前
10
時

30
分
と
午
後
２
時
か
ら
の
二
回
に
わ

た
り
上
映
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ピ

ア
ソ
ン
会
の
今
年
度
の
最
大
の
自
主

事
業
と
し
て
、
イ
オ
ン
北
海
道
株
式

会
社
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
遺
産
W
Ａ

Ｏ
Ｎ
」
助
成
の
協
力
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
当
日
は
、

二
回
合
わ
せ
て
三
三
七
人
の
観
客
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

会
員
各
位
の
ご
協
力
や
当
日
の
お
手

伝
い
の
賜
物
で
あ
り
、
観
客
の
皆
様

の
ご
理
解
に
支
え
ら
れ
て
、
矢
嶋
楫

子
の
生
涯
が
描
か
れ
た
約
二
時
間
で

の
上
映
会
で
し
た
。

　

鑑
賞
し
た
人
に
聞
く
と
、
概
ね
好

評
で
、
特
に
女
性
の
間
で
は
、
顕
著

に
感
動
し
た
と
の
言
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

上
映
前
の
山
田
火
砂
子
監
督
に
よ

る
舞
台
挨
拶
の
中
で
、
何
故
こ
の
映

画
を
製
作
し
た
か
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
矢
嶋
楫
子
の
よ
う
に
中
年
に

　

第
36
回
文
化
サ
ロ
ン
de
ピ
ア
ソ
ン

「
わ
れ
弱
け
れ
ば
　
矢
嶋
楫
子
伝
」
上
映
会
、
盛
大
に
終
了
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ア
ソ
ン
会
副
理
事
長　

中
山　

一
夫

　

矢
嶋
楫
子
は
、
江
戸
時
代
の
後
期

に
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
上
京
し
教
員

伝
習
所
に
通
い
、
小
学
校
の
教
員
と

な
り
、
さ
ら
に
女
学
校
の
校
長
を
務

め
、
女
子
教
育
を
進
め
た
教
育
者
で

し
た
。
そ
の
後
婦
人
矯
風
会
組
織
を

立
ち
あ
げ
、
女
性
解
放
運
動
を
先
導

し
た
こ
と
で
い
え
ば
、
女
性
解
放
運

動
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
あ

る
い
は
「
先
頭
バ
ッ
タ
ー
」
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
、
百
五
年
前
の
一
九
一
七

写
真
／
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
前
の
上
映
案
内
看
板

写
真
／
北
海
道
新
聞
で
の
監
督
挨
拶
記
事

（
大
正
６
）
年
、
北
見
で
ピ
ア
ソ
ン

夫
妻
が
行
な
っ
て
い
た
遊
郭
設
置
反

対
運
動
を
支
援
す
る
た
め
に
北
見
で

三
日
間
講
演
を
し
た
こ
と
が
、
映
画

で
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

上
映
会
の
中
で
そ
の
こ
と
が
話
さ
れ

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
観
客
の
方
々
に

北
見
の
歴
史
に
と
っ
て
貴
重
な
人
だ

と
ア
ピ
ー
ル
出
来
て
、
ピ
ア
ソ
ン
会

が
上
映
活
動
を
す
る
意
義
は
更
に
理

解
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。　
　
（
了
）

写
真
／
ピ
ア
ソ
ン
会
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
来
場
者
受

付
、
消
毒
液
、
検
温
体
制
も
準
備
オ
ー
ケ
ー
。



2

第 37 回文化サロン de ピアソン
「クリスマスリース作り講習会」終了！

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
行
事
と
し
て
、
す
っ
か

り
恒
例
と
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制
作

講
習
会
が
、
11
月
27
日
の
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
年
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
北
見
市
の
広
報
を
通
じ
て
周
知
し

て
い
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
定
員
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

初
心
者
（
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
）
コ
ー
ス
の

新
設
な
ど
も
必
要
か
と
、
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
午
前
午

後
合
わ
せ
て
、
大
人
14
名
、
子

供
５
名
の
19
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
あ

る
程
度
の
人
数
制
限
と
、
換
気

な
ど
対
策
を
充
分
考
慮
し
て
の
講
習
で
し
た
が
、
参
加
者
は
和

気
藹
々
と
楽
し
げ
に
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

リ
ー
ス
の
素
材
は
、
基
本
的
に
は
こ
の
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
で

採
集
さ
れ
る
、
ヒ
バ
、
松
ぼ
っ
く
り
、
ク
ル
ミ
の
実
、
な
ど
を

基
本
と
し
た
素
材
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
供
の
参
加
が
増
え
て
来
た
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

お
母
さ
ん
と
、

あ
る
い
は
お

父
さ
ん
と
の

参
加
で
し
た
。

　

今
年
初
め

て
参
加
し
た　

写
真
下
の

兄
弟
（
姉
・
弟
）
は
、
自
分

た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
端
材

を
利
用
し
た
思
い
思
い
の

作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　
会
員
仲
間
よ
り
の

　
貴
重
な
、
矢
嶋
楫
子
関
連
情
報
提
供
！

　

２
０
０
７
（
Ｈ
19
）
年
５
月
、
軽
井

沢
の
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー
チ
を
会
場
と
し

て
、
全
国
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
に
関
わ

り
の
あ
る
団
体
あ
る
い
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

フ
ァ
ン
等
に
よ
り
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

文
化
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
創
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
創
立
時
よ
り
献
身

的
に
こ
の
組
織
の
事
務
局
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
西
宮
市
在
住
の
山
崎
富

美
子
・
忠
厚
御
夫
妻
よ
り
、
貴
重
な
情

報
が
ピ
ア
ソ
ン
会
へ
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
関
西
学
院
大
学
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
頃
に
、
大
学
の
図
書
館

資
料
よ
り
、
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
に
関
す

る
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
等
の
情
報
を
、
ピ

ア
ソ
ン
記
念
館
へ
自
主
的
に
提
供
し
て

下
さ
っ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
事
か
ら
、
私
ど
も
の
会
報
「
ピ
ア

ソ
ン
便
り
」
を
定
期
的
に
発
送
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
会

報
第
１
０
５
号
に
「
わ
れ
よ
弱
け
れ
ば

　

矢
嶋
楫
子 

」
上
映
会
予
定
記
事
を
掲

載
し
た
こ
と
も
あ
り
、
別
掲
写
真
等
と

手
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

手
紙
の
要
約
か
ら
説
明
し
ま
す
と
、

山
崎
家
は
呉
の
山
手
教
会
の
会
員
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
呉
に
は
海
軍
鎮
守
府
が

置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
土
地
柄

か
貸
座
敷
業
「
朝
日
遊
郭
」
が
あ
り
、

日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
は
、
明
治
41

年
に
、
矢
嶋
楫
子
の
教
え
子
で
あ
る
十

時
菊
子
が
「
呉
ホ
ー
ム
」
を
設
立
し
た

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

矢
嶋
楫
子
が
、
い
つ
呉
に
来
た
か
は

定
か
で
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
背
景
で
、
山
崎
家
に
は
矢
嶋
楫
子
の

「
お
軸
」
が
大
事
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
新
年
の
お
茶
会

な
ど
の
時
に
は
、
女
性
た
ち
の
活
動
の

シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
床
間
に
掛
け
ら
れ
、

そ
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
呉
は

戦
時
中
空
襲
に
も
見
舞
わ
れ
、
山
崎
家

は
母
屋
・
貸
家
と
も
消
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
楫
子
の
お
軸
は
疎
開
し
て

い
て
難
を
逃
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
い

か
に
こ
の
お
軸
を
大
切
に
し
て
い
た
か

が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

山
崎
富
美
子
さ
ん
の
読
み
下
し
に
よ

る
と
、『
書
は
、「
元
始
ニ　

神
天
地
を

　

創
造
し
給
へ
利　
　

大
正
八
未
ノ
の

秋　

 

八
十
七
沙
門
（
？
）
波
門
（
？
）　

楫
書
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
大
正
８
年
羊
年
の
秋
に
、
87

歳
楫
書
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
十
七

の
次
の
字
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
沙

門
と
読
み
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
が
。
或
い
は
波
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
非
常
に
意
思
の
強
い
立
派
な
書
だ
と

感
心
し
て
お
り
ま
す
。』
と
書
き
添
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
文
化
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
員
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う

に
矢
嶋
楫
子
の
事
跡
に
大
い
に
関
係
あ

る
人
々
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
貴
重
な
情
報
は
、
こ
の
よ
う

に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
伊
）

受講前、講師の説明を聞く参加者
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投
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
：
北
原
俊
之

　
　
野
付
牛
に
幼
稚
園
を

　
　
　
　
　
　
　

〜
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
願
い
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
〜　

　

北
海
道
新
聞
の
記
事

　

書
簡
集
か
ら
見
え
た
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻

　
　
　
　

下　

最
後
の
伝
道
地
、
北
見

　

花
愛
し
、

　
　
　

幼
児
教
育
に
心
砕
く

　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　

北
見
を
去
る
直
前
ま
で
、
夫
妻
は
幼

児
教
育
に
心
を
砕
い
て
い
た
。
小
樽
で

幼
稚
園
の
運
営
を
手
伝
っ
た
経
験
か
ら

「
幼
稚
園
に
は
計
り
知
れ
な
い
価
値
が
あ

る
」
と
し
て
、
北
見
で
「
幼
稚
園
を
始

め
る
の
は
私
た
ち
の
義
務
で
あ
る
」
と

確
信
。
夫
妻
の
帰
国
後
、
北
見
教
会
が

そ
の
志
を
継
ぎ
、
１
９
３
８
年(

昭
和
13

年)

に
北
見
で
最
初
の
幼
稚
園(

現
在
の

北
見
幼
稚
園)

を
設
立
し
た
。
‥
‥
‥
‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
（
関
口
潤
記
者
）

◆　

北
海
道
新
聞　

朝
刊　

14
版

　

２
０
１
４
（
平
成
26)

年
11
月
21
日　

　
（
金
）、
23
面 

オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見　

◆

『
書
簡
集
』
か
ら

　

資
料N

o.0134—
0144

　

小
樽
ロ
ー
ス
幼
稚
園
で

　
　
　
　
　

の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

ミ
セ
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン

　

年
次
報
告

　
　

期
間1925.5

～1926.4
（
総
括
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

：
記
載1926.5

　
　

こ
の
年
次
は
、
野
付
牛
で
六
ヶ
月
、

　

小
樽
で
六
ヶ
月
過
ご
し
ま
し
た
。
小
樽

　

で
は
、
ミ
ス
・
マ
ク
ロ
ー
リ
の
留
守
を

　

預
か
り
ロ
ー
ス
幼
稚
園
の
代
理
校
長
を

　

務
め
ま
し
た
。

　

１
、 

野
付
牛
に
て

　
　

・
・
・
・（
全
略
）・
・
・
・
・
・　

　

２
、
ロ
ー
ス
幼
稚
園
（
小
樽
）
に
て

　
　
〝
子
ど
も
た
ち
が
わ
た
し
の
と
こ
ろ

　

に
来
る
の
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。
天

　

の
国
は
こ
の
よ
う
な
者
た
ち
の
も
の
で

　

あ
る
。〟（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
19
章

　

14
節
〔
後
半
〕）

　
　
（
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
幼
稚
園
は
、　

　

精
神
が
気
高
く
立
派
な
人
格
を
育
て
る

　

た
め
に
種
を
ま
く
、
こ
の
世
で
最
も
優

　

れ
た
場
所
で
す
。
聖
書
の
物
語
、
礼
拝

　

と
祈
り
の
訓
練
、
文
学
・
美
術
・
音
楽
・

　

歴
史
に
関
心
を
持
つ
素
地
、
自
然
界
へ

　

の
興
味
、
国
際
的
な
視
野
と
興
味
、
慈

　

善
や
人
類
愛
な
ど
ー
こ
れ
ら
す
べ
て
の

　

こ
と
が
幼
稚
園
の
中
で
培
わ
れ
る
の
で

　

す
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス

　

ト
教
主
義
幼
稚
園
〔
の
活
動
〕
か
ら
日

　

曜
学
校
が
生
ま
れ
育
つ
の
で
す
。）

こ
の
よ
う
に
ミ
ス
・
ア
ニ
ー
・
Ｌ
・
ハ

ウ
（
日
本
幼
稚
園
界
の
女
性
第
一
人
者

で
最
長
老
）は
書
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

見
識
に
あ
ふ
れ
た
言
葉
で
次
の
よ
う
な

こ
と
も
語
っ
て
い
ま
す

　
　

も
し
誰
が
か
、
積
極
的
に
幼
稚
園

　

事
業
に
身
を
投
じ
て
み
よ
う
と
考
え

　

る
な
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
素
晴
ら
し

　

い
機
会
と
な
り
ま
す
。
そ
の
事
業
の

　

見
返
り
は
、
真
に
尊
敬
さ
れ
る
児
童

　

を
養
育
す
る
専
門
家
と
な
れ
る
こ
と

　

で
す
。
良
心
的
か
つ
効
率
的
に
管
理

　

運
営
さ
れ
る
幼
稚
園
は
、
一
人
の
人

　

が
管
理
監
督
す
る
べ
き
で
す
。
生
涯

　

に
わ
た
る
献
身
が
報
わ
れ
る
か
ら
で

　

す
。・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
途
中
省
略

　

と
こ
ろ
で
、
今
回
小
樽
滞
在
期
間
中

で
最
も
苦
々
し
い
出
来
事
は
、
背
景
と

な
る
時
流
の
事
情
な
ど
を
抜
き
に
し
て

お
話
し
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で

す
。

　

み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
私
た
ち

は
野
付
牛
に
転
居
し
て
、
か
れ
こ
れ
ま

る
十
三
年
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
野
付
牛

で
幼
稚
園
を
始
め
る
の
は
私
た
ち
の
責

務
で
あ
る
と
、
か
ね
が
ね
考
え
て
お
り

ま
し
た
。
こ
こ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち

も
、
町
民
も
、
町
長
ま
で
も
、
幼
稚
園

を
始
め
る
こ
と
を
私
た
ち
に
働
き
か
け

て
き
て
い
ま
す
し
、〔
一
方
で
〕
当
地
の

仏
教
徒
〔
お
寺
の
住
職
た
ち
〕
は
、「
自

分
た
ち
が
幼
稚
園
を
始
め
る
」
と
、
我
々

を
脅
か
す
よ
う
な
こ
と
を
、
た
び
た
び

語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
必

要
と
な
る
専
門
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

も
う
そ
ん
な
に
若
く
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

ま
た
、
任
用
期
間
も
そ
ろ
そ
ろ
期
限
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
し
、
北
海
道

中
会
も
伝
道
団
も
必
要
な
財
源
を
用
意

で
き
な
い
と
す
る
と
、
私
た
ち
は
、
恐

れ
ず
に
こ
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
無
計

画
に
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、
幼
稚
園

を
始
め
る
勇
気
は
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
今
こ
こ
小
樽
で
、
六
ヶ
月

間
幼
稚
園
で
生
活
し
た
お
か
げ
で
、〔
幼

稚
園
と
い
う
社
会
集
団
特
有
の
世
界
と

い
う
意
味
で
の
〕
文
化
、
な
ら
び
に
キ

リ
ス
ト
教
伝
道
の
施
設
と
い
う
両
面
で

無
限
の
価
値
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
ま
し
た
し
、
専
門
技
術
知
識
を
持
っ

た
日
本
人
教
師
の
力
を
か
り
れ
ば
幼
稚

園
事
業
で
の
宗
教
教
育
と
学
校
経
営
を

推
進
で
き
る
と
い
う
か
な
り
の
確
信
を
も

ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
二
人
〔
ア
イ
ダ
夫
人
と
ミ
ス

タ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
〕
は
、
一
九
二
八
年

限
り
で
日
本
を
去
る
に
あ
た
り
、
キ
リ

ス
ト
教
〔
を
伝
道
す
る
た
め
に
重
要
な
〕

施
設
の
一
つ
と
し
て
キ
リ
義
の
幼
稚
園

ミ
ス
・
ア
ニ
ー
・
Ｌ
・
ハ
ウ

　
（M

iss Annie Lyon H
ow

e
  　

　
　
　

1852. 1.12 - 1943.10.25

）

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
宣
教
師
、
保
育
者
、
教
育
者
。

宣
教
師
と
し
て
来
日
。

　

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル
の
幼
稚
園
教
育

を
日
本
に
伝
え
、
一
八
八
九
（
明
治
22
）
年
十
月
に
、

兵
庫
県
神
戸
市
中
山
手
通
五
丁
目
に
頌
栄
幼
稚
園
頌

栄
保
姆
伝
習
所
を
、
十
一
月
に
頌
栄
幼
稚
園
を
開
設
。

以
来
、
伝
習
所
は
頌
栄
保
育
専
攻
学
校
、
頌
栄
短
期

大
学
と
名
称
を
変
更
し
、
頌
栄
幼
稚
園
と
共
に
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
保
育
者
養
成
機
関
と
し

て
は
日
本
最
古
。
幼
児
教
育
の
黎
明
期
、
開
花
期
に
、

保
育
室
で
の
実
践
と
様
々
な
講
義
と
実
技
指
導
、
さ

ら
に
教
科
書
の
出
版
な
ど
日
本
の
幼
児
教
育
の
先
駆

者
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
担
っ
た
の
が
ハ
ウ
で
あ

る
。

　

ハ
ウ
は
、
一
九
二
七
年
十
月
十
七
日
に
頌
栄
を
辞

し
て
帰
国
、
一
九
四
三
年
十
月
二
五
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
ロ
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
に
て91

歳
で
召
天
し
た
。

な
お
、
一
九
四
〇
年
ハ
ウ
は
日
本
で
の
教
育
功
労
が

認
め
ら
れ
、
天
皇
よ
り
藍
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
て
い

る
。
日
米
開
戦
の 

前
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
贈
ら
れ
た

こ
の
受
賞
は
、
ハ
ウ
の
働
き
が
い
か
に
大
き
か
っ
た

か
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
（W

eb

の
情
報
を
参
考
に
北
原
が
作
成
）

創立者
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を
残
し
て
ゆ
く
こ
と
を
心
か
ら
望
ん
で

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
野
付
牛
教
会
と

牧
師
館
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
生
寮

〔
ピ
ア
ソ
ン
館
の
こ
と
〕
は
す
で
に
形
と

な
り
し
っ
か
り
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
気
持
ち
の
上

で
は
野
付
牛
で
幼
稚
園
を
ま
さ
に
今
こ

そ
始
め
る
好
機
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い

て
、
諸
事
そ
の
準
備
が
整
っ
て
き
つ
つ

あ
る
さ
な
か
に
、
思
い
が
け
な
い
出
来

事
が
あ
っ
て
、
あ
わ
や
そ
れ
ら
す
べ
て

が
水
泡
に
帰
す
る
事
態
を
招
い
た
の
で

す
。
そ
の
出
来
事
と
い　

う
の
は
ー
ー
ー

　

こ
の
春
、
小
樽
で
、
あ
る
日
私
が
外

出
し
て
い
る
際
に
、
一
人
の
日
本
人
が

幼
稚
園
に
訪
ね
て
き
て
、
自
分
も
幼
稚

園
を
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
経
営
の
こ

つ
や
要
領
を
教
わ
り
た
い
の
で
、
施
設

全
体
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

語
っ
た
と
い
う
。〔
園
に
居
た
〕
若
い
先

生
方
が
、
そ
れ
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
で

ご
丁
寧
に
も
徹
底
的
・
入
念
な
仕
事
を

し
た
の
で
す
。
ヒ
ゼ
キ
ア
王
が
メ
ロ
ダ

ク
・
バ
ラ
ダ
ン
王
〔
の
使
者
た
ち
〕
に

し
た
よ
う
に
、「
家
に
あ
る
物
も
、
国
に

あ
る
物
も
、
ヒ
ゼ
キ
ヤ
が
彼
ら
に
見
せ

な
い
物
は
一
つ
も
な
か
っ
た
」（
イ
ザ
ヤ

書
39
章
２
節
）
の
言
葉
よ
ろ
し
く
、
宝

物
殿
の
中
の
秘
密
の
数
々
を
洗
い
ざ
ら
い

見
せ
た
だ
け
で
な
く
ー
ー
ー
自
分
た
ち

の
給
料
の
詳
細
な
金
額
を
教
え
、
一
年

間
の
運
営
予
算
書
類
ま
で
渡
し
て
あ
げ

た
の
で
す
。

　
「
こ
ん
な
に
熱
心
に
視
察
に
来
た
人
は

ど
ん
な
人
な
の
で
し
ょ
う
ね
？
」
と
、

私
が
園
に
戻
っ
た
時
に
聞
い
た
ら
、
純

真
な
乙
女
た
ち
〔
若
い
先
生
方
の
こ
と
〕

が
、
無
邪
気
に
、「
あ
あ
そ
う
い
え
ば
、

こ
こ
に
名
刺
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
方

は
、
野
付
牛
か
ら
来
た
仏
教
の
僧
侶
の
よ

う
で
す
ね
。」
と
。
！
！
！
！
！
！

　
　
〔
驚
き
・
驚
き
・
驚
き
〕
！
！
！
！

　

・
・
・
と
、
こ
こ
ま
で
忍
耐
強
く
話

に
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
い
た
心
優
し
い

読
者
の
み
な
さ
ん
な
ら
、
ま
ず
何
を
な

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
。

　
〔
実
は
〕
こ
こ
で
お
話
し
し
て
お
き
ま

す
が
、
私
た
ち
は
、〔
幼
稚
園
用
の
〕
建

物
を
す
で
に
完
成
さ
せ
て
い
て
、
と
て

も
広
い
プ
レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
い
く

つ
か
の
教
室
も
十
分
に
と
れ
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。（
現
在
は
、
日
曜
学
校

や
信
者
の
集
会
に
使
っ
て
い
ま
す
。）
こ

の
建
物
と
敷
地
は
、
私
た
ち
二
人
の
私

費
で
用
意
し
た
も
の
で
す
。

　

金
券
五
〇
〇
ド
ル
で
も
あ
れ
ば
、
優

秀
な
幼
稚
園
教
諭
を
一
年
間
雇
う
給
料

を
払
え
る
で
し
ょ
う
し
、
必
要
な
資
材

も
購
入
で
き
る
で
し
ょ
う
。
二
年
も
す

れ
ば
、
幼
稚
園
は
財
政
的
に
自
立
で
き

る
は
ず
で
す
。

　

金
券
一
〇
〇
〇
ド
ル
で
、
こ
う
い
う

「
素
晴
ら
し
く
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
教
育

施
設
」
を
野
付
牛
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は

ど
な
た
か
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
？

　
　
　

ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
・
ピ
ア
ソ
ン

　
　
　
　
　

野
付
牛
、
北
海
道
、
日
本

　
　
　
　
　

一
九
二
六
年
五
月
一
日

　

◆
『
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
書
簡
・
レ
ポ
ー

　
　

ト
集
』p.151

～158　
　

◆

　

最
後
の
日
本
か
ら
の
報
告
書

    　
　
　
　

 Letter N
o.34

　

野
付
牛
教
会
と
幼
稚
園

　

最
後
の
日
本
か
ら
の
報
告
書

　
　
　
　
　

推
定
一
九
二
八
年
三
月
頃

　
　

報
告
書　

No.34

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
【
七
頁
目
～
】

　
　

私
た
ち
の
野
付
牛
教
会

　

最
後
に
、
私
た
ち
の
野
付
牛
教
会
に

は
、
関
わ
っ
て
い
る
幼
稚
園
施
設
が
あ

り
ま
す
。
敷
地
と
建
物
は
す
べ
て
確
保

し
て
あ
り
、
備
品
な
ど
も
か
な
り
揃
っ

て
い
て
、
ほ
ぼ
準
備
万
端
の
状
態
と
な
っ

て
お
り
、
あ
と
は
幼
稚
園
そ
の
も
の
が

開
設
さ
れ
る
の
を
待
つ
状
態
で
す
。

　

こ
の
教
会
の
前
側
の
広
い
空
き
地
は
、

私
た
ち
の
所
有
で
あ
り
、
後
々
ま
で
使

え
る
〔
立
派
な
〕
教
会
堂
を
献
堂
す
る

こ
と
が
待
た
れ
ま
す
。
現
在
の
教
会
堂

は
、
屋
根
の
頂
の
端
に
十
字
架
が
立
て

ら
れ
た
建
物
の
部
分
で
、
本
来
の
教
会

堂
は
、
鐘
の
と
こ
ろ
ま
で
で
す
。〔
写
真

の
教
会
堂
の
〕
右
手
側
に
突
き
出
し
た

部
分
が
牧
師
館
で
、
そ
れ
と
対
照
的
に

反
対
側
の
左
側
に
突
き
出
し
た
部
分
が

い
わ
ゆ
る
「
幼
稚
園
」
部
分
で
す
。
厳

密
な
意
味
で
教
会
堂
部
分
は
、
教
会
員

達
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現

在
の
教
会
の
建
物
を
、
教
会
員
か
ら
買

い
取
る
た
め
に
十
分
す
ぎ
る
資
金
を
す

で
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
こ
の
建
物
は
、
教
会
員
達
が
、
か

な
り
の
規
模
の
幼
稚
園
と
し
て
十
分
す

ぎ
る
広
さ
に
な
る
よ
う
に
資
金
を
集
め

た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
購
入
費
用

（
千
円
以
上
）
は
、
定
期
預
金
に
な
っ
て

お
り
、
新
し
い
教
会
堂
献
堂
に
対
す
る

地
域
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
達
の
高
ま
る
熱

意
を
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
私
た
ち
が
野
付
牛
で
ま

だ
達
成
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
二
つ
、

三
つ
書
き
綴
っ
て
き
ま
し
た
。〔
聖
書
を

引
用
し
て
〕
か
つ
て
、
塔
を
建
て
よ
う

と
し
て
、
造
り
上
げ
る
の
に
十
分
な
費

用
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
ず
腰
を
す
え

て
計
算
し
な
い
者
が
い
ま
し
た
〔
そ
の

よ
う
な
者
は
主
イ
エ
ス
の
弟
子
に
な
れ

な
い
と
の
話
〕。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、

用
地
を
選
定
し
、　

資
材
を
集
め
、
事
業

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
し
、
も

ち
ろ
ん
、
ち
ゃ
ん
と
費
用
を
見
積
も
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
主
の
お
導
き
に
よ
っ

て
で
き
あ
が
っ
た
計
画
と
設
計
書
に
も

と
づ
い
て
活
動
を
し
て
き
た
と
信
じ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
あ
ら
か
じ
め
あ

ら
ゆ
る
費
用
を
見
積
も
る
こ
と
を
し
て

き
ま
し
た
の
で
ー
ー
つ
ま
り
、
主
に
関

わ
る
こ
と
を
完
全
に
な
さ
れ
ん
こ
と
を

主
に
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
が
言
え
る
こ
と
は
、
主
の
し
も

べ
と
な
り
働
く
作
業
員
が
必
要
で
あ
り
、

そ
う
い
う
人
を
探
し
、
そ
の
よ
う
な
人

に
、
私
た
ち
が
託
す
こ
と
で
す
。                    

  　

N
O
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敬
具

　
　
　

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン

        

ア
イ
ダ
・
Ｇ
・
ピ
ア
ソ
ン

５
Ｐ
「
富
之
助
と
み
よ
」
の
追
加
情
報

　

※
本
を
お
求
め
の
場
合
は
、
書
店
・
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

・
書
名
「
富
之
助
と
み
よ
」

・
発
行
所　

株
式
会
社　

柏
艪
舎

・
発
売
所　

株
式
会
社　

星
雲
社

・
価
格　
　

本
体
１
５
０
０
円
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幼
稚
園
児
手
作
り
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
で

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
！
を
飾
り
ま
し
た
！

　

当
記
念
館
の
幼
稚
園
児
に
よ
る
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
設
置
も
、
今
年
で
６
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
こ
の
北
見
の
町
に

居
を
移
し
て
か
ら
、
地
元
の
お
母
さ
ん

と
子
供
た
ち
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
北
見
に
と
っ
て
、

家
庭
で
行
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

飾
り
付
け
の
最
初
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾

り
付
け
行
事
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
２
０
１
７
年
か
ら
北
見
幼
稚
園

児
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

年
長
組
の
27
人
の
園
児
た
ち
は
、
園

か
ら
歩
い
て
11
時
に
到
着
。
準

備
さ
れ
て
い
た
、
記
念
館
の

庭
で
植
栽
し
て
い
る
鉢
植
え
の

モ
ミ
の
木
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、「
大
き
い
！
」
と
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
説
明
を
聞
き
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
エ
ッ
グ
ポ
マ
ン

ダ
ー
を
、
思
い
思
い
の
木
の
枝

に
飾
り
、
雪
に
な
る
綿
も
木
の

枝
に
そ
っ
と
乗
せ
、
満
足
そ
う

に
微
笑
む
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

飾
り
付
け
が
終
了
す
る
と
、

ピ
ア
ソ
ン
夫
人
愛
用
の
リ
ー
ド

オ
ル
ガ
ン
（
１
８
７
８
年
製
）

に
あ
わ
せ
て
賛
美
歌
『
あ
ら
の

の　

は
て
に
』　

を
元
気
よ
く
皆
で
歌
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
園
長
先
生
が
絵
本
を
読
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ワ
イ
ル
ド
ス
ミ
ス
の
「A Christm
as 

Story

」(

ク
リ
ス
マ
ス
物
語
）
で
す
。

　

最
後
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
囲

ん
で
の
記
念
撮
影
で
す
。
昔
の
ピ
ア
ソ

ン
邸
で
親
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
記
念
撮

影
と
同
じ
構
図
状
態
で
の
撮
影
で
す
。

昔
の
写
真
に
は
、
後
方
の
窓
の
と
こ
ろ

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
壁
掛
け
が
飾
っ

て
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
着
物
姿
の
ピ

ア
ソ
ン
夫
妻
が
、
温
か
い
眼
差
し
で
園

児
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

写
真
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

道
新
文
化
セ
ン
タ
ー
講
座

　

第
三
回
「
謎
解
き
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
」

　

〜 

ピ
ア
ソ
ン
邸
に
住
ん
だ
ア
イ
ヌ
婦
人
川
村
イ
カ
ン
ノ
さ
ん
と
息
子
金
太
郎
君  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
め
ぐ
る
話  

〜　
　
　
　
　
　
　

講
座
終
了
報
告

　

10
月
３
日
㈪
に
開
講
講
座
で
は
12
名

の
受
講
者
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
は
今
年
二
回
目
の
開
催

で
、
内
容
も
講
師
も
別
メ
ニ
ュ
ー
の
も

の
で
し
た
。
講
師
は
ピ
ア
ソ
ン
会
玉
置

義
弘
理
事
、
テ
ー
マ
も
標
題
に
あ
る
よ

う
に
、
イ
カ
ン
ノ
さ
ん
に
関
わ
る
も
の

で
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
が
帰
国
後
、
永
い

間
消
息
不
明
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
の
講
座
で
、
そ
の
消
息
と
関
係
者
の

所
在
等
が
わ
か
り
、
多
く
の
あ
た
ら
し

い
情
報
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
下
／
玉
置
義
弘
講
師
の
丁
寧
な
解
説
で

新
事
実
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
浩
氏
の
労
作

「
富
之
助
と
み
よ
」
発
行
！

　

当
会
会
員
石
井
氏
（
大
和
市
在
住
）
が
、

約
５
年
の
歳
月
を
か
け
書
き
上
げ
た
本
が
出

版
さ
れ
た
。
２
０
１
８
年
の
６
月
、
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
牧
師
ル
イ
ス
夫
妻
と
共
に
、
ル
イ

ス
さ
ん
の
祖
先
の
足
跡
を
追
っ
て
、
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
を
訪
れ
た
。
そ
の
祖
先
と
は
本
の

題
名
で
も
あ
る
、
三
澤
富
之
助
と
妻
み
よ
で

あ
る
。
二
人
は
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
深
い
交
流

が
あ
る
方
で
あ
っ
た
。
詳
し
い
情
報
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
ま
す
。

　
・
出
発
売
所
／
星
雲
社　

☆
ぜ
ひ
、
一
読
を
。

　
　
　
　

当
会
で
貸
出
可
能
で
す
。

写真／記念館で石井夫妻とルイス夫妻
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賛
助
会
員
・
団
体
会
員
・
運
営
会
員
募
集
中
！

　
　
　
　

編 

集 

後 

記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
20
日
あ
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。
世
界
的
な
状
況
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
な
ど
、
暗
い
世
界
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
11
月
に
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
が
ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
世
界
が
満
た
さ
れ
て

い
た
ら
ど
ん
な
に
か
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
自
主
事
業
も
、
こ

の
三
年
間
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り

大
き
な
事
業
は
開
催
で
き
な
い
状
態
で
し

た
が
、
10
月
に
「
わ
れ
弱
け
れ
ば　

矢
島

楫
子
」の
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ほ
っ

か
い
ど
う
遺
産
W
Ａ
Ｏ
Ｎ
の
助
成
を
得
て

の
事
業
、
会
報
で
映
画
担
当
理
事
の
中
山

副
理
事
長
が
書
い
て
い
ま
す
よ
う
に
、
映

画
の
評
価
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
と
矢
嶋
楫
子
の
関
係
な

ど
、
よ
り
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。　

　

石
井
会
員
の
労
作
「
富
之
助
と
み
よ
」。

当
館
に
二
冊
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

一
冊
は
ピ
ア
ソ
ン
文
庫
で
の
保
存
。
残
り

一
冊
は
貸
出
用
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
36
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
２
・
10
・
19

　
　
　

春
の
果
樹
園　
　

◆
北
見
の
秋
は
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

目
下
、フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
〈
訳
者
注
：
フ
ァ
ー

ム
の
あ
る
故
郷
・
北
島
南
部
〉
へ
来
て

い
ま
す
。
春
の
心
地
よ
い
天
候
で
す
が
、

今
日
は
少
し
風
が
。
果
樹
の
周
り
を
除

草
し
、
リ
ン
ゴ
の
木
の
害
虫
退
治
に
仕

掛
け
を
新
し
く
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ム
と

梨
は
花
が
終
わ
り
、
マ
ル
メ
ロ
は
開
花

し
て
、
リ
ン
ゴ
も
ぼ
つ
ぼ
つ
開
き
は
じ

め
て
い
ま
す
。
来
年
は
今
年
以
上
に
実

り
そ
う
で
す
が
、
プ
ラ
ム
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
い
か
な
ど
、
予
測
は
難
し
い
で

す
。
池
は
満
水
で
、
傍
の
マ
ヌ
カ
や
キ
ャ

ベ
ツ
の
木
が
花
を
つ
け
て
い
ま
す
。
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
、
そ
れ
は
ま

た
良
い
兆
で
す
。

◆
地
域
の
古
本
市
で
良
い
も
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

用
の
ガ
イ
ド
の
中
に
、
私
が
好
き
な
英

国
の
画
家
ト
ー
マ
ス
・
ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ

の
作
品
カ
タ
ロ
グ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
テ
レ
ビ
が
な
い
の
で
、
夕
刻
か

ら
は
読
書
や
音
楽
を
聴
く
な
ど
、
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
日
曜
日
（
10
／
23
）
に

は
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
〈
北
島
北
部
の

自
宅
〉
へ
戻
る
予
定
で
す
。
北
見
の
皆

様
に
宜
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
・
10
・
27

　
　
　

あ
り
が
と
う

◆
北
見
の
秋
も
深
ま
る
季
節
で
す
ね
。

今
日
、
親
切
な
お
手
紙
や
選
り
抜
き
の

新
聞
記
事
な
ど
が
郵
便
受
け
に
届
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
国
際
郵
便
事
情

は
ま
だ
順
調
で
は
な
い
よ
う
で
、
今
回

は
、
ほ
ぼ
１
カ
月
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
は
日
曜
日

（
10
／
23
）
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
マ
ウ

ン
ト
・
ル
ア
ペ
フ
や
マ
ウ
ン
ト
・
ン
ガ

ウ
ル
ホ
エ
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
天

候
も
最
高
で
し
た
。
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
で

の
滞
在
は
楽
し
く
、
果
樹
園
で
の
十
分

な
作
業
な
ど
満
足
で
す
。
雑
草
の
中
に

生
き
残
っ
て
い
た
グ
ー
ズ
ベ
リ
ー
の
茂

み
が
見
つ
か
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
、

今
年
の
実
は
望
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

◆
こ
こ
を
出
る
前
に
植
え
て
お
い
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
芽
を
出
し
葉
が
伸
び
て

い
た
の
で
、
昨
日
は
土
寄
せ
を
し
ま
し

た
。
庭
の
池
の
睡
蓮
は
幾
つ
か
花
を
つ

け
、
ピ
ン
ク
が
多
い
中
に
一
つ
だ
け
黄

色
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
・
11
・
７

◆
今
日
午
後
のe-m

ail

に
よ
り
北
見
の

秋
を
嬉
し
く
思
い
だ
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
同
様
で
す
。
牧
師
ご
一
家
が
コ

ロ
ナ
感
染
症
か
ら
無
事
に
回
復
さ
れ
ま

す
よ
う
に
！　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

罹
患
者
は
、
今
は
安
定
し
て
い
ま
す
が
、

以
前
よ
り
は
多
い
で
す
。

◆
今
朝
、
湾
方
面
と
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア

パ
ー
ク
ま
で
散
歩
し
ま
し
た
。
庭
で
は

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ユ
リ
が
よ
く
育
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
無
事
に
届

き
ま
す
よ
う
に
、
そ
ち
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
こ
れ
以
上
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま

せ
ん
よ
う
に
！

２
０
２
２
・
11
・
23

　
　
　

フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
挨
拶

◆
新
聞
記
事
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
が
良
い
仕
事
を

し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。
皆
さ
ん
が
健

康
で
、
北
見
の
気
温
も
程
良
い
具
合
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◆
先
週
木
曜
日
（
11
／
17
）
か
ら
フ
ァ

ン
ガ
ヌ
イ
へ
来
て
い
て
、
来
週
土
曜
日

（
12
／
３
）
に
は
フ
ァ
ン
ガ
パ
ラ
オ
ア
へ

戻
り
ま
す
。
こ
の
頃
、
強
風
・
豪
雨
・
雷

な
ど
と
天
候
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ

て
い
て
、
今
日
は
風
が
強
く
、
上
空
で
は

雲
が
絶
え
間
な
く
流
れ
て
い
ま
す
。

◆
果
樹
園
へ
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

木
々
が
激
し
く
揺
れ
て
い
ま
し
た
が
、

果
実
は
安
定
し
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ム

は
大
き
く
な
り
、
リ
ン
ゴ
は
、
特
に
フ

ジ
と
グ
ラ
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
木
で
は
形

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
足
元
か
ら
大
き
な
鳥
が
飛
び
立
っ
た

時
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
孔
雀
の

雌
で
、
グ
ラ
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
根
元
、

高
い
草
丈
の
中
の
巣
に
は
大
き
な
４
個

の
白
い
卵
が
あ
り
ま
し
た
。
巣
に
触
り

は
し
な
か
っ
た
の
で
、
親
鳥
た
ち
が
戻
っ

て
く
れ
た
ら
良
い
の
で
す
が
。
コ
テ
ジ

の
方
か
ら
孔
雀
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て

い
る
の
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
〈
従
兄
弟
〉

の
農
場
に
自
生
し
て
い
る
群
れ
で
、
こ

の
前
、
私
の
池
の
そ
ば
で
も
見
か
け
ま

し
た
。
パ
ド
ッ
ク
内
の
黒
や
白
模
様
の

若
い
子
牛
た
ち
は
、
な
か
な
か
の
良
い

眺
め
で
す
。

◆
昨
日
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
と
一
緒
に
フ
ァ

ン
ガ
ヌ
イ
河
口
を
見
に
出
か
け
ま
し
た
。

新
し
い
防
波
堤
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
の
港
で
す
が
、
海
か

ら
川
へ
と
遡
る
の
は
今
で
も
危
険
で
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
黒
い
砂
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
、
荒
々
し
い
海
岸
で
す
。

◆
何
枚
か
の
写
真
、
無
事
に
届
き
ま
す

よ
う
に
。

◆
北
見
の
皆
様
方
に
ご
多
幸
を
！　

グ

ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
よ
り

写
真
／
新
し
い
防
波
堤
と
ス
テ
ィ
ー
ヴ


